
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
第
10
回

理
事
会
及
び
総
会
が
、
平
成
26
年
７
月

27
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
よ
り
彩

の
国
す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
研
修
室
で

行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
議
長
に
中
里
理
事
が
、
副

議
長
に
出
浦
理
事
が
選
出
さ
れ
、
金
井

会
長
の
挨
拶
の
後
、
平
成
25
年
度
の
事

業
報
告
及
び
決
算
、
平
成
26
年
度
の
事

業
計
画
及
び
予
算
、
役
員
の
選
任
の
計

５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
提
示
し
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今
回
の
埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会
設

立
10
周
年
記
念
講
演
は
、
当
会
設
立
の

際
に
基
調
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
藤

田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
医
学
Ⅰ
講
座
主
任
教
授
で
あ

る
才
藤
栄
一
先
生
に
お
願
い
し
た
。
今

回
の
演
題
は
、「
摂
食
嚥
下
練
習
の
考

第
10
回
理
事
会
・
総
会

設
立
10
周
年
記
念
式
典
・
記
念
講
演
会

え
方
」
で
、
才
藤
先
生
の
科
で
は
２
０

０
８
年
か
ら
嚥
下
を
Ｃ
Ｔ
で
診
る
よ
う

に
な
り
嚥
下
Ｃ
Ｔ
の
登
場
で
嚥
下
リ
ハ

が
加
速
し
た
。

才
藤
栄
一
先
生
に
よ
れ
ば
、
日
本
摂

食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
も

２
０
周
年
を
迎
え
、
や
っ
と
成
人
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
世
界
で
は
摂
食
嚥
下

リ
ハ
は
80
年
代
前
半
に
、
日
本
で
は
90

年
代
に
、
嚥
下
造
影
の
登
場
と
と
も
に

嚥
下
リ
ハ
が
始
ま
っ
た
。
こ
れ
を
歩
行

訓
練
と
比
較
す
る
と
、
歩
行
は
古
典
課

題
で
、
歩
行
分
析
、
歩
行
訓
練
が
あ
る

の
に
対
し
て
、
嚥
下
は
新
規
課
題
で
嚥

下
造
影
、
嚥
下
訓
練
が
あ
る
。
そ
し
て
、

造
影
検
査
は
そ
の
部
分
の
構
造
や
手
技

が
分
か
っ
て
、
対
処
法
が
は
っ
き
り
し

て
い
れ
ば
安
全
に
行
え
る
こ
と
を
リ
ハ

科
で
の
２
０
０
症
例
の
実
績
か
ら
解
説

さ
れ
た
。

嚥
下
は
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
対
象
で
、

嚥
下
運
動
は
反
射
（
反
応
）
だ
が
、
変

化
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
面
白
い
例
と

し
て
ビ
ー
ル
の
一
気
飲
み
の
名
人
は
食

道
入
口
部
を
持
続
的
に
開
大
さ
せ
て
ビ

ー
ル
を
流
し
込
む
。
ま
た
サ
ー
ベ
ル
を

喉
元
に
突
き
刺
す
大
道
芸
も
レ
ン
ト
ゲ

ン
検
査
を
し
て
み
る
と
食
道
入
口
部
開

大
し
た
ま
ま
で
い
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
新
規
的
課
題
で
あ
っ
た
嚥
下
リ
ハ

は
今
や
重
要
な
課
題
と
な
り
リ
ハ
科
診

療
の
大
き
な
部
分
を
占
め
る
。

（
２
面
へ
続
く
）

設
立
10
周
年
記
念
講
演

｢

摂
食
嚥
下
練
習
の
考
え
方｣

講
師
　
藤
田
保
健
衛
生
大
学
医
学
部
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医
学
Ⅰ
講
座
主
任
教
授

才

藤

栄

一
先
生

た
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
。
役
員
の

選
出
の
件
で
は
埼
玉
県
医
師
会
の
廣
澤

信
作
常
任
理
事
が
理
事
に
、
大
宮
医
師

会
の
三
谷
雅
人
理
事
が
理
事
に
承
認
さ

れ
た
。

続
い
て
13
時
か
ら
、
埼
玉
県
摂
食
嚥

下
研
究
会
設
立
10
周
年
記
念
式
典
・
記

念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

記
念
式
典
で
は
、
開
会
を
島
田
副
会

長
、
続
い
て
挨
拶
を
金
井
会
長
が
行
っ

た
。
来
賓
で
埼
玉
県
知
事
上
田
清
司
様

の
代
理
で
、
埼
玉
県
保
健
医
療
部
長
の

石
川
稔
様
か
ら
、
御
祝
辞

を
い
た
だ
い
た
。
設
立
10

周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ

ま
で
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
に
貢

献
、
功
績
を
い
た
だ
い
た
、
元
埼
玉
県

医
師
会
・
会
長
吉
原
忠
男
先
生
、
元
埼

玉
県
歯
科
医
師
会
・
会
長
蓮
見
健
壽
先

生
、
元
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
常
務
理
事

岡
宏
先
生
の
３
名
に
感
謝
状
並
び
に
記

念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
10

年
間
の
記
録
と
し
て
「
埼
玉
県
摂
食
・

嚥
下
研
究
会
　
10
周
年
の
あ
ゆ
み
」
を

ス
ラ
イ
ド
で
上
映
し
た
。

続
い
て
、
記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

１
０
５
名
が
参
加
し
て
大
変
熱
心
に
受

講
し
た
。

参
加
職
種
は
、
医
師
、
薬
剤
師
、
歯

科
医
師
、
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、
言

語
聴
覚
士
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法

士
、
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
ケ
ア
マ

ネ
、
介
護
職
、
そ
の
他
で
あ
っ
た
。

写
真
右
上
か
ら
、
金
井
会
長
、

島
田
副
会
長
、
吉
原
前
会
長



平成26年10月25日（2）埼玉県摂食・嚥下研究会だより第26号

リ
ハ
医
学
で
は
４
つ
の
対
応
が
あ

る
。
そ
れ
は
、
①
活
動
関
連
医
療
の
包

括
的
管
理
、
②
活
動
機
能
構
造
連
関

（
原
理
）、
③
支
援
シ
ス
テ
ム
（
周
り
を

変
え
る
）、
④
治
療
的
学
習
で
あ
る
。

活
動
に
依
存
し
て
機
能
が
変
わ
る
。

す
な
わ
ち
実
際
に
使
う
（
例
え
ば
、
強

い
筋
収
縮
）
こ
と
で
機
能
が
増
え
（
筋

力
増
加
）
た
り
構
造
が
増
え
る
（
筋
肥

大
）
。
使
え
ば
増
え
る

と
い
う
現
象
を
リ
ハ
ビ

リ
マ
ジ
ッ
ク
と
い
う
。

治
療
的
学
習
は
い
ろ

い
ろ
な
学
習
活
動
を
治

療
に
持
ち
込
む
こ
と
で

あ
り
、
そ
れ
は
間
接
練

習
で
あ
っ
た
り
直
接
練

習
で
あ
っ
た
り
す
る

が
、
練
習
の
中
核
と
な

る
。
運
動
学
習
の
主
た

る
変
数
は
７
つ
あ
り
、

転
移
性
、
動
機
付
け
、

行
動
変
化
（
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
・
量[

頻
度]

・

難
易
度
）、
保
持
／
応
用
で
あ
る
。
転

移
性
と
は
、
ど
う
す
れ
ば
変
わ
り
、
ど

う
す
れ
ば
効
果
が
出
る
か
と
い
う
こ
と

で
、
似
て
い
る
も
の
に
効
果
が
出
る
。

嚥
下
運
動
が
ど
う
似
て
い
る
か
を
判
断

す
る
に
は
課
題
の
同
定
を
行
う
。
そ
の

際
大
切
な
点
と
し
て
、
１
つ
目
は
ス
キ

ル
の
分
類
、
２
つ
目
は
一
般
運
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
３
つ
目
が
活
動
の
冗
長
性
で

あ
る
。
嚥
下
様
式
に
は
２
つ
あ
り
、
液

体
嚥
下
と
咀
嚼
嚥
下
に
分
け
ら
れ
る
。

動
機
付
け
（
内
的
）
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
、
嚥
下
は
本
能
で
強
く
、
歩
行

は
本
能
で
は
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
強
く
な

い
（
欲
求
階
段
説
）。

行
動
変
化
を
も
た
ら
も
の
は
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
と
量
（
頻
度
）
と
難
易
度
の

３
つ
で
あ
り
、
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は
や
る

量
に
比
例
す
る
。
難

易
度
の
高
い
も
の
は

で
き
る
よ
う
に
な
ら

な
い
（
難
易
度
パ
ラ

ド
ク
ス
）。
難
易
度
パ

ラ
ド
ク
ス
克
服
の
た

め
に
２
つ
の
方
法
が

あ
る
。

促
通
法
と
は
、
一
時

的
に
能
力
を
上
げ
る

こ

と

で

あ

る

。
T

a
ctile th

erm
a
l

stim
u
lation

（
口
蓋

弓
を
凍
ら
せ
た
綿
棒

で
刺
激
）
に
よ
っ
て

Ｒ
Ｓ
Ｓ
Ｔ
が
大
幅
に
短
縮
し
た
。

も
う
一
つ
は
課
題
調
整
法
で
、
易
し

い
課
題
を
い
く
つ
か
用
意
し
て
、
課
題

を
乗
り
継
ぎ
な
が
ら
目
標
課
題
を
達
成

す
る
。

嚥
下
造
影
に
よ
っ
て
見
え
な
い
も
の

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
本

質
的
な
意
味
合
い
を
突
き
詰
め
る
と
実

際
の
治
療
に
役
立
つ
か
ど
う
か
に
突
き

あ
た
る
。
治
療
に
役
立
つ
も
の
を
み
る

こ
と
を
治
療
指
向
性
と
い
う
。
活
動
計

画
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
う
ちC

h
eck

に
相
当
す
る
。
二
つ
あ
っ
て
一
つ
は
Ｋ

Ｒ
で
の
ギ
リ
ギ
リ
さ
、
も
う
一
つ
は
Ｋ

Ｐ
で
の
コ
ツ
と
な
る
。
例
え
ば
Ｖ
Ｆ
の

意
味
で
み
る
と
、
Ｋ
Ｒ：

喉
頭
侵
入
や

誤
嚥
、
Ｋ
Ｐ：

体
位
と
手
技
の
効
果
で

あ
る
。

ギ
リ
ギ
リ
さ
の
発
見
と
追
求：

例
え

ば
Ｖ
Ｆ
で
水
溶
液
で
は
誤
嚥
し
、
ペ
ー

ス
ト
で
は
誤
嚥
し
な
い
場
合
は
、
体
幹

後
傾
な
ど
を
追
加
し
な
が
ら
水
溶
液
を

誤
嚥
の
な
い
よ
う
に
ギ
リ
ギ
リ
さ
を
追

求
で
き
る
。
そ
し
て
、
や
っ
と
で
き
る

課
題
を
繰
り
返
す
こ
と
で
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
慢
性
期
の
喉
頭
挙
上
手
術
例

で
も
数
ヶ
月
の
訓
練
で
飲
み
込
み
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ツ
の
発
見
と
追
求：

嚥
下
し
や
す

い
体
位
と
食
性
・
食
形
態
を
Ｃ
Ｔ
や
Ｖ

Ｆ
を
使
い
な
が
ら
観
察
し
、
コ
ツ
を
つ

か
む
訓
練
を
し
て
い
く
。

《
ま
と
め
》

摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

歴
史
は
比
較
的
新
し
い
。
嚥
下
訓
練
の

中
核
に
運
動
学
習
が
あ
る
。
嚥
下
は
嚥

下
を
繰
り
返
す
こ
と
で
最
も
よ
く
練
習

で
き
る
。
嚥
下
は
改
変
／
分
解
可
能
な

課
題
で
あ
る
。
摂
食
嚥
下
へ
の
動
機
付

け
は
高
い
。
難
易
度
パ
ラ
ド
ク
ス
を
乗

り
超
え
る
工
夫
が
大
切
に
な
る
。
嚥
下

造
影
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
２
つ

の
チ
ェ
ッ
ク
と
な
る
。
ギ
リ
ギ
リ
さ
と

コ
ツ
の
発
見
が
練
習
理
解
に
役
立
つ
。

ギ
リ
ギ
リ
さ
を
創
る
に
は
道
具
と
し

て
、
食
物
／
椅
子
な
ど
が
有
用
で
あ
る
。

嚥
下
Ｃ
Ｔ
は
コ
ツ
を
発
見
す
る
新
手
法

と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
容
の
濃
い
講
演
で
、

で
き
れ
ば
再
度
視
聴
し
た
い
と
思
う
。

才
藤
栄
一
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
超
ご
多
忙
の
中
快
く
埼
玉
県
摂
食

嚥
下
研
究
会
設
立
10
周
年
記
念
講
演
を

お
引
き
受
け
下
さ
っ
た
こ
と
に
会
員
一

同
深
く
感
謝
し
て
い
る
。

【
編
集
後
記
】

お
か
げ
さ
ま
で
埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研

究
会
も
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
こ
の
会
を

支
え
て
い
た
だ
い
た
会
員
の
方
々
、
会

長
や
役
員
の
先
生
、
事
務
の
人
達
の
お

か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
会
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
摂
食

嚥
下
で
お
困
り
の
方
に
対
し
、
適
切
な

対
応
を
示
し
、
新
し
い
情
報
を
提
供
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
や
っ
て

い
け
る
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
支
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
感
謝

埼
玉
県
摂
食
嚥
下
研
究
会
専
務
理
事
　

大
渡
　
廣
信
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◆第１号議案　平成25年度事業報告の承認に関す
る件

1. 会員数：正会員　 266名
賛助会員　  32団体（60口）

2. 理事会及び総会
平成25年７月28日（日）彩の国すこやかプラザ　　

3. 講演会及び症例検討会
（１） 第18回 講演会
日　時：平成25年７月28日（日）13時～16時
場　所：彩の国すこやかプラザ２階セミナーホール
参加者：272名

（正会員69名・賛助会員枠78名・非会員125名）
講演Ⅰ：早期経口摂取開始の成果とアプローチの実
際
講　師：東名厚木病院摂食嚥下療法部長　看護師・
口から食べる幸せを守る会代表　小山珠美
講演Ⅱ：要介護高齢者が口から食べ続けられるため
の食事介助技術と地域連携
講　師：東名厚木病院摂食嚥下療法部主任・看護師
芳村直美

（２）第８回 症例検討会
日　時：平成25年11月24日（日）13時～16時
場　所：彩の国すこやかプラザ２階セミナーホール
参加者：106名

（正会員50名・賛助会員枠9名・非会員47名）
講　演：食べることを支える、施設での取り組み
講　師：高齢者福祉施設やしお苑栄養課主任・管理
栄養士　河口真里

（３）第19回 講演会
日　時：平成26年２月23日（日）13時～16時
場　所　彩の国すこやかプラザ２階セミナーホール
参加者：116名

（正会員50名・賛助会員枠42名・非会員28名）
講演Ⅰ：がん治療における栄養管理あれこれ
講　師：埼玉医科大学国際医療センター消化器外科
准教授　佐藤　弘
講演Ⅱ：頭頸部癌治療における嚥下障害の実際
講　師：埼玉医科大学国際医療センター頭頸部腫瘍
科准教授　中平光彦

4. その他
１）監査
日時：平成25年５月16日（木）
場所：埼玉県医師会他

（２）作業委員会
日時：平成25年５月９日（木）
場所：彩の国すこやかプラザ

平成24年度摂食・嚥下研究会収支決算書

（収入の部）

項

入会金収入

会費収入

事業収入

寄付金収入

雑収入

当年度収入合計

繰越金

収入合計

本年度予算額

30,000

1,410,000

780,000

0

0

2,220,000

905,300

3,125,300

本年度決算額

24,000

1,398,000

600,000

0

158

2,022,158

905,300

2,927,458

差異

6,000

12,000

180,000

0

△158

197,842

0

197,842

（支出の部）

平成26年度 埼玉県摂食・嚥下研究会

第 1 0 回 総 会 報 告

◆第３号議案　平成26年度事業計画の承認に関する件

【提案理由】平成26年度事業計画の承認に関する件につい
て、会則第11条第2号の規定に基づき、提案いたします。

本格的な高齢社会を迎え、一生元気で、健康な生活
を送れることが切実な課題となっています。「食べる」
ことに障害を持つ高齢者や障害児（者）が大勢いるに
もかかわらず、その取組みが遅れています。　

埼玉県摂食・嚥下研究会は、摂食・嚥下障害の諸問
題への対応や啓発指導、リハビリテーションなど目的
を達成するために以下のとおり事業を行います。

１. 講演会及び症例検討会の開催
（１）第10回設立記念式典及び記念講演会
日　時：平成26年７月27日（日）13時～15時30分
場　所：彩の国すこやかプラザ　２階セミナーホール

項

事業費

1.理事会・総会費

2.講演会費

3.広報費

予備費

当年度支出合計

次期繰越収支差額

本年度予算額

3,025,300

（321,600）

（1,950,000）

（753,700）

100,000

3,125,300

本年度決算額

2,105,008

（330,480）

（1,426,689）

（347,839）

0

2,105,008

822,450

差異

920,292

（△8,880）

（523,311）

（405,861）

100,000

1,020,292

日時：平成25年８月22日（木）
場所：彩の国すこやかプラザ
日時：平成25年10月３日（木）
場所：彩の国すこやかプラザ
日時：平成26年２月６日（木）
場所：彩の国すこやかプラザ

５　摂食・嚥下研究会だより、ホームページの作成・
更新を実施した。

（１）埼玉県摂食・嚥下研究会だよりを発行
（年３回：22号・23号・24号）

（２）ホームページの作成・更新
（http://www.ssek.net/）

◆第２号議案　平成25年度収支決算の承認に関する件

【提案理由】平成25年度決算の承認に関する件について、
会則第11条第2号の規定に基づき提案いたします。



平成26年10月25日（4）埼玉県摂食・嚥下研究会だより第26号

役　職

会　長

副会長 

副会長 

副会長 

専務理事

理　事

(総務･会計)

理　事

(広報)

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事 

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

氏　名

金井　忠男

島田　　篤

内山　宣世

三浦　宜彦

大渡　廣信

深井　穫博

藤野　悦男

湯澤　　俊

廣澤　信作

小川　郁男

三谷　雅人

大前由紀雄 

棚橋　紀夫

奥村　元彦

中里　義博

出浦　惠子

安井　利一

清水　良昭

高久　　悟

内田　　淳

鯉渕　　肇

膳亀　昭三　

熊木　孝子

中島　悦子

丸山　惠子

野呂　牧人 

清水　充子 

平野　孝則

望月　　久

大橋　幸子

丸木　雄一

岩上　榮吉

役　職

埼玉県医師会長 

埼玉県歯科医師会長

埼玉県薬剤師会長

埼玉県立大学長

埼玉県歯科医師会

地域保健部部員

埼玉県歯科医師会

常務理事・地域保健部長

埼玉県歯科医師会

地域保健部副部長

埼玉県医師会副会長

埼玉県医師会常任理事

坂戸鶴ヶ島医師会長

大宮医師会理事

埼玉県耳鼻咽喉科医会会員

埼玉医科大学神経内科教授 

埼玉県歯科医師会会員

埼玉県歯科医師会会員

埼玉県歯科医師会

地域保健部員

明海大学学長

明海大学歯学部社会健康科

学講座障害者歯科准教授

埼玉県立大学健康開発科教授

嵐山郷医療部医幹

埼玉県薬剤師会副会長

埼玉県薬剤師会常務理事

埼玉県看護協会長

埼玉県訪問看護ステーショ

ン連絡協議会長

埼玉県歯科衛生士会長

埼玉県介護支援専門員協会

理事長

埼玉県言語聴覚士会長

埼玉県栄養士会長

埼玉県理学療法士会副会長

作業療法士階理事・事務局長

埼玉県内科医会理事

埼玉県歯科医師会専務理事

埼玉県摂食・嚥下研究会役員名簿講　演：摂食嚥下練習の考え方
講　師：藤田保健衛生大学副学長・リハビリテーショ
ン医学講座教授　才藤栄一

（２）第９回症例検討会
日　時：平成26年11月30日（日）13時～16時
場　所：彩の国すこやかプラザ
演題・講師：選定中

（３）第21回講演会
日　時：平成27年２月８日（日）時間未定
場　所：彩の国すこやかプラザ
演題・講師：選定中

２. 摂食・嚥下研究会だより発行、ホームページの作
成・更新。埼玉県摂食・嚥下研究だよりを発行（年３
回）。ホームページの更新（http://www.ssek.net/）
３. 摂食・嚥下研究会メーリングリストの作成
４. その他
必要に応じて作業委員会、摂食・嚥下研究会だより編
集委員会を開催する。

◆第４号議案　平成26年度収支予算の承認に関する件

【提案理由】平成26年度収支予算の承認について、会
則第11条第2号の規定に基づき提案いたします。

平成25年度摂食・嚥下研究会収支予算書

（収入の部）

項

入会金収入

会費収入

事業収入

寄付金収入

雑収入

当年度収入合計

繰越金

収入合計

本年度予算額

30,000

1,410,000

780,000

0

0

2,220,000

822,450

3,042,450

前年度予算額

30,000

1,410,000

780,000

0

0

2,220,000

905,300

3,125,300

差異

0

0

0

0

0

0

△82,850

△82,850

（支出の部）

項

事業費

1.理事会・総会費

2.講演会費

3.広報費

予備費

当年度支出合計

本年度予算額

2,942,450

（321,600）

（1,620,000）

（1,000,850）

100,000

3,042,450

前年度予算額

3,025,300

（321,600）

（1,950,000）

（753,700）

100,000

3,125,300

差異

△82,850

（0）

（△330,000）

（247,150）

0

△82,850

（平成26年７月27日現在）

埼玉県摂食・嚥下研究会会員数　2 8 8 名・ 3 2 団 体（2013.3月末）　ホームページ  http : //www.ssek.net/

◆第５号議案　役員の選任に関する件

【提案理由】役員の選任に関する件について、会則第
11条第3号の規定に基づき、追加議案として提案いた
します。なお、選任する役員は下記の２名です。

理　事
廣澤　信作（埼玉県医師会）

理　事
三谷　雅人（埼玉県医師会）



第９回症例検討会
日時：平成26年 11月30日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

〒 　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会
問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料

　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

演題Ⅰ：経口摂取の導入を目指した短期入院の試み

コメント：在宅と病院との連携を目指してー地域包括ケアシステムの展望ー

演題Ⅱ：特別支援学校から見えてくるもの
　　　ー食事支援の対応と課題ー

演題Ⅲ：① 嚥下圧（口腔内圧）の低下している方の
　　　 　 訓練について

質疑応答

② 多職種との地域（在宅）連携について

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：11月21日（金）

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

講　師：大生病院 リハビリテーション科言語聴覚士　藤井　勇次郎先生　

大生水野クリニック　院長　大前　由紀雄

講　師：埼玉県立小児医療センター 保健発達部言語聴覚士　吉浦　詠子先生

コメント：埼玉県社会福祉事業団埼玉県立嵐山郷　医療部医幹　内田　淳

コメント：埼玉県摂食嚥下研究会専務理事　大渡　廣信

コメント：「地域包括ケアシステム」を活用した連携

　　　　埼玉県摂食嚥下研究会理事　中里　義博

講　師：水戸医療センター言語聴覚士　磯野　　敦先生

講　師：水戸医療センター言語聴覚士　磯野　　敦先生


